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糖
尿
病
の
合
併
症
の
中
に

狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
と
い
っ

た
動
脈
性
の
疾
患
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
疾
患
の
本
態
は
、

動
脈
硬
化
症
で
あ
る
。

　

動
脈
硬
化
症
は
、
腎
臓
の

糸
球
体
に
よ
る
ろ
過
機
能
の

低
下
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
患
者
で
は
内
臓
脂

肪
蓄
積
に
よ
る
ア
デ
ィ
ポ
サ

イ
ト
カ
イ
ン
の
分
泌
の
増
加

に
よ
っ
て
増
悪
す
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
全
身
の
血
管
で
は
動
脈

硬
化
が
進
行
。
そ
う
な
る
と

ま
す
ま
す
腎
臓
の
機
能
も
低

下
し
、
動
脈
硬
化
も
進
展
す

る
と
い
う
悪
循
環
に
、
そ
し

て
つ
い
に
は
心
筋
梗
塞
に
繋

が
る
。

　

脂
肪
の
割
合
が
30
％
以
上

に
な
る
脂
肪
肝
で
は
、
非
脂

肪
肝
の
人
に
比
べ
て
２
倍
以

上
の
頻
度
で
狭
心
症
・
心
筋

梗
塞
な
ど
の
動
脈
硬
化
疾
患

を
発
病
し
て
い
る
。
脂
肪
肝

は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
第
一
段
階
で
あ

り
、
ま
た
動
脈
硬
化
の
危
険

因
子
で
も
あ
る
。

　

糖
尿
病
患
者
で
は
、
10
人

に
１
人
の
割
合
で
動
脈
硬
化

を
発
症
し
て
い
る
。
糖
尿
病

に
罹
患
す
る
と
血
中
の
糖
濃

度
が
高
く
な
り
、
ブ
ド
ウ
糖

が
脂
肪
と
結
合
し
て
血
管
壁

に
溜
ま
り
、
血
管
が
狭
窄
し

た
り
、
脆
く
な
る
な
ど
し
て

出
血
し
や
す
く
な
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
機
能
喪
失
に
基
づ

土
井
英
暉
（
東
成
区
）

歯
周
病
と
全
身
疾
患―

特
に
関
係
あ
る
糖
尿
病
に
つ
い
て 

④

119

く
血
管
病
変
を
お
こ
し
、
そ

の
結
果
と
し
て
、
合
併
症
で

あ
る
大
血
管
障
害
・
小
血
管

障
害
に
繋
が
る
こ
と
が
深
刻

な
問
題
と
な
る
。

　

ま
た
、
糖
尿
病
患
者
の
中

で
も
歯
周
病
の
あ
る
人
は
、

な
い
人
と
比
較
し
て
頚
動
脈

の
狭
窄
度
が
２
倍
以
上
も
あ

る
。
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
放

出
さ
れ
る
「
Ｔ
Ｎ
Ｆ―

α
」

が
、
血
管
内
皮
に
作
用
し
て

機
能
障
害
を
起
こ
し
、
動
脈

硬
化
を
進
展
さ
せ
る
の
で
あ

る
。

　

血
液
中
を
流
れ
る
糖
分
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
量
が
同
じ

で
も
、
歯
周
病
が
加
わ
る
だ

け
で
狭
窄
す
る
危
険
が
高
ま

る
こ
と
が
分
か
る
。
動
脈
硬

化
性
疾
患
の
早
期
発
見
と
治

療
の
見
地
か
ら
、
Ａ
Ｂ
Ｉ
検

査
、
頚
動
脈
や
椎
骨
動
脈
や

椎
骨
動
脈
の
血
管
性
状
や
血

流
動
態
を
調
べ
、
脳
血
管
の

血
行
動
態
と
全
身
の
動
脈
硬

化
の
評
価
が
同
時
に
で
き
る

頚
部
血
管
超
音
波
検
査
（
頚

動
脈
エ
コ
ー
）
が
あ
る
。

　

歯
周
病
は
さ
ま
ざ
ま
な
機

序
か
ら
糖
尿
病
・
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
繋
が

り
、
そ
れ
が
最
終
的
に
ア
テ

ロ
ー
ム
性
動
脈
硬
化
を
進
展

さ
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

�

（
つ
づ
く
）

民
衆
救
っ
た
私
塾「
含
翠
堂
」

環
濠
自
治
都
市・平
野
郷
を
歩
く

　

「
大
阪
の
私
塾
と
い
え
ば
、
福
沢
諭
吉
ら
を
輩
出
し
た
緒

方
洪
庵
の
適
塾
、
山
片
蟠
桃
ら
が
学
ん
だ
懐
徳
堂
が
有
名
だ

が
、
含
翠
堂
は
そ
れ
ら
よ
り
早
い
１
７
１
７
年
に
で
き
て
い

る
と
言
う
か
ら
驚
く
」。
協
会
の
女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
が
６
月
21
日
に
取
り
組
ん
だ
「
大
阪
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ―

心

な
ご
む
平
野
を
歩
く
」
で
大
阪
案
内
人
の
西
俣
稔
氏
は
、
参

加
し
た
歯
科
医
師
や
医
師
、
家
族
ら
18
人
に
、
当
時
の
自
治

都
市
・
平
野
郷
の
文
化
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
し
た
。

　

約
１
５
０
年
前
に
建
て
ら

れ
た
と
言
う
建
物
の
「
染
と

織
・
ま
つ
や
」
は
呉
服
の
反

物
が
並
ぶ
店
。
だ
が
、
も
う

一
つ
の
顔
が
「
平
野
映
像
資

こ
と
は
、
他
の
学
塾
に
み
ら

れ
な
い
特
色
で
す
」

　

参
加
者
は
「
こ
の
ま
ま
い

け
ば
財
政
再
建
団
体
に
な
る

と
脅
し
を
か
け
、
教
育
・
医

療
・
文
化
な
ど
を
削
る
。
我

慢
の
先
は
府
民
の
幸
せ
で
は

な
く
、
大
企
業
の
利
益
を
確

保
す
る
道
州
制
を
掲
げ
る
橋

下
大
阪
府
知
事
と
は
大
違

い
。
当
時
の
平
野
の
人
に
は

ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
」

と
感
想
を
寄
せ
た
。

　

平
野
は
、
大
阪
市
内
の
ど

こ
よ
り
も
古
く
形
成
さ
れ
た

町
。
東
に
大
和
、
南
に
紀
泉

を
ひ
か
え
、
平
安
時
代
か
ら

交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し

た
。
戦
国
時
代
に
は
町
の
安

全
と
自
治
を
守
る
た
め
集
落

の
周
り
を
二
重
の
堀
と
土
居

で
め
ぐ
ら
し
外
敵
の
侵
入
を

防
い
だ
。
こ
れ
が
「
環
濠
自

治
都
市
・
平
野
郷
」
の
成
立

で
あ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
火

を
ま
ぬ
が
れ
、
江
戸
期
に
完

成
し
た
碁
盤
目
の
町
割
り

や
、
夏
祭
り
な
ど
の
伝
統
行

事
の
数
々
も
生
活
の
中
に
定

着
し
、
大
都
市
大
阪
の
中
に

あ
っ
て
今
な
お
歴
史
息
づ
く

風
土
と
景
観
を
残
し
て
い
る
。

　

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
、
地
獄

新鮮な海の幸を堪能
福井日帰りバスツアー

　

大
阪
市
内
西
部
地
区
、
東

部
地
区
は
合
同
で
、「
福
井

・
越
前
海
岸
で
海
鮮
料
理
を

堪
能
す
る
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア

ー
」を
６
月
22
日
に
催
し
た
。

「
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」

は
、
両
地
区
が
こ
の
数
年
、

恒
例
行
事
と
し
て
企
画
し
て

い
る
。

　

当
日
は
、
両
地
区
の
会
員

や
そ
の
家
族
を
中
心
に
21
人

が
参
加
。
カ
ニ
や
甘
エ
ビ
を

は
じ
め
と
す
る
日
本
海
の
新

鮮
な
海
鮮
料
理
に
舌
鼓
を
打

っ
た
。

　

梅
雨
の
ま
っ
た
だ
中
で
は

あ
っ
た
が
、
現
地
で
取
れ
る

10
品
に
わ
た
る
豊
富
で
新
鮮

な
海
の
幸
を
思
う
存
分
食

べ
、
今
年
は
カ
ラ
オ
ケ
も
楽

が
体
験
で
き
る
「
地
獄
堂
」

や
、
極
楽
の
気
分
が
味
わ
え

る
「
ほ
と
け
の
く
に
」、
府

下
最
大
の
木
造
建
築
の
大
念

仏
寺
な
ど
を
訪
れ
た
。

　

参
加
者
は
、
代
々
豪
商
と

し
て
栄
え
た
辻
本
家
の
屋
敷

を
そ
の
ま
ま
の
形
で
店
舗
と

し
て
い
る
「
が
ん
こ
平
野
郷

屋
敷
」
で
懇
親
を
深
め
た
。

平野の誇りである町人私塾を語る松村長二郎さん
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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
セ
メ
ン
ト
・
印
象
材
練
和
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

日
時　

７
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
12
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

20
人

講
師　

岩
崎
小
百
合
氏
（
歯
科
学
術
・
臨
床
学
会
部
員
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

※
開
催
要
項
、
会
場
案
内
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

「
医
院
経
営
に
必
要
な
改
定
労
働
法
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

パ
ー
ト
労
働
法
、労
働
契
約
法
等
」

日
時　

７
月
19
日
（
土
）
午
後
３
時
～
５
時
30
分

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
団
社
労
士
）

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

雇
用
管
理
研
究
会
（
歯
科
・
医
科
協
会
共
催
）

「
歯
周
病
と
全
身
疾
患
と
の
関
係
」

日
時　

７
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
～
12
時

会
場　

千
里
阪
急
ホ
テ
ル
「
仙
寿
の
間
」（「
千
里
中
央
」
駅

南
出
口
か
ら
徒
歩
３
分
）

講
師　

鴨
井
久
一
氏
（
日
本
歯
科
大
学
名
誉
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、未
入
会
者
１
万
円�

定
員　

１
５
０
人

北
大
阪
地
区
講
習
会

「
一
か
ら
始
め
る
口
腔
ケ
ア
と
維
持
・
回
復
に
必
要
な

基
礎
知
識（
後
期
高
齢
者
の
口
腔
機
能
管
理
）」

日
時　

７
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

五
島
朋
幸
氏
（
東
京
都
新
宿
区
開
業
、
ふ
れ
あ
い
歯

科
ご
と
う
代
表
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
内

容
を
含
む

７
月
度
生
涯
研
修

第
２
回
社
保
講
習
会

日
時　

７
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

「
検
査
・
画
像
診
断
・
投
薬
・
麻
酔
、
処
置
、
手

術
」、
第
３
回
８
月
23
日
（
土
）「
歯
周
疾
患
、
歯
冠

修
復
・
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
」

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』
２
０
０
８
年
４
月
版
を
お
持

ち
く
だ
さ
い

料
館
」。
店
主
の
松
村
長
二

郎
さ
ん
は
平
野
の
誇
り
で
あ

る
町
人
私
塾
に
つ
い
て
こ
の

よ
う
に
話
す
。「
土
橋
友
直

を
中
心
に
つ
く
ら
れ
、
寄
付

で
運
営
し
て
い
ま
し
た
。
一

つ
の
学
派
だ
け
教
え
る
藩
校

な
ど
と
違
い
、
ど
ん
な
学
派

の
先
生
も
招
き
ま
し
た
。
そ

の
教
え
は
、
商
人
ら
に
金
を

貸
し
、
利
息
を
取
っ
て
蓄
積

し
、
民
衆
を
救
う
た
め
に
使

っ
た
ん
で
す
。
飢
餓
の
際
に

た
び
た
び
窮
民
を
救
済
し
た

大
阪
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

【
大
会
テ
ー
マ
】「
安
全
・
安
心
・
快
適
な
歯
科
医
療
を

め
ざ
し
て
！
」。
医
療
保
険
改
正
・
医
療
安
全
義
務
化
・

歯
科
医
院
経
営
に
つ
い
て
参
加
者
が
研
鑽
し
、
明
日
の
臨

床
に
直
結
す
る
よ
う
企
画
さ
れ
た
学
術
大
会
で
す
。

【
日
時
】
７
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）

【
会
場
】
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
（
大
阪
市
中
央
区
）

【
講
師
】
坂
本
友
紀（
厚
労
省
健
康
局
）、
江
藤
一
洋
（
日

本
歯
科
医
学
会
会
長
）、
大
久
保
満
男
（
日
本
歯
科
医
師

会
会
長
）、
黒
崎
紀
正
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
名
誉
教

授
）、
三
谷
英
夫
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）
ほ
か

※
そ
の
他
、
ク
リ
ニ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

　

テ
ー
ブ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど

【
会
費
】
当
日
登
録
９
０
０
０
円
、
歯
科
技
工
士
・
歯
科

衛
生
士
・
学
生
５
０
０
０
円
、
懇
親
会
８
０
０
０
円

【
問
合
せ
先
】
大
阪
歯
科
大
学
歯
科
技
工
士
専
門
学
校

（
☎
０
７
２―

８
５
７―

３
９
０
５
）

ご
案
内

第49回
日
本
歯
科
医
療
管
理
学
会

西部・東部地区

楽しく飲食する参加者ら

し
ん
だ
。

　

同
地
区
は
来
年
も
「
日

帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
企

画
す
る
予
定
で
あ
る
。
会

員
間
の
親
睦
を
深
め
る
た

め
、
地
区
内
に
限
ら
ず
、

多
数
の
参
加
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

�

（
城
東
区
・
辻
本
勝
）

「
税
務
調
査
対
策
研
究
会
」（
歯
科
・
医
科
協
会
共
催
）

日
時　

８
月
30
日
（
土
）
午
後
３
時
～
５
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料

講
師　

協
会
顧
問
税
理
士
団


